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Ⅰ.コニカミノルタのご紹介 
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ヒストリー 

２ 

 2003年8月、コニカとミノルタが経営統合 

統合時の売上高、旧コニカ 5,700億円、旧ミノルタ 5,200億円 
 

 2006年1月、写真フィルム、カメラ事業からの 

  撤退を発表 
 2004年度の同事業の売上高は2,685億円 

  （グループ全体の25%) 
 

 2013年4月、経営体制再編を実施 
 持株会社「コニカミノルタホールディングス株式会社」が傘下の7社 
   を吸収合併し、 事業会社「コニカミノルタ株式会社」となる。 
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＜連結売上高＞ 

＜全従業員数＞ 

43,979人 

20% 

日本 
 

26% 

米国 
 

31% 

欧州 

30% 

アジア他 

27% 

日本 
 

19% 

米国 
 

24% 

欧州 

30% 

アジア他 
 

連結 
売上高 

従業 
員数 

海外比率 
80％ 

外国人比率 
70％ 

（約31,000人） 

（2017年3月期） 
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企業概要 

世界50ヵ国にグループ拠点、150ヵ国に販売・サービス体制を構築 

9,626億円 

対象：約12,000人 
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事業別売上構成 
2017年3月期 

79.2% 

10.6% 

9.3% 

58.0% 
オフィスサービス 

21.2% 

商業・産業印刷 

7.5% 

機能材料 

3.0% 
産業用光学システム 

産業用材料・ 
機器事業 

ヘルスケア事業 

情報機器事業 
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事業領域 
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Ⅱ.人財力を最大限引き出す 
       エンパワーメント経営 

5 
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持続的成長のベースとなる人財力 
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●顧客価値向上の追求 
  付加価値型提案（ソリューションメニューの拡大、One KMでのアプ 
  ローチ）で顧客との接点を拡大し、真のパートナーへ 
●生産性向上による事業競争力の強化 
  仕事の質を変革し、競争力強化に繋がるクリエイティブな業務の比重 
  を拡大 ⇒ 実行力・実行スピードのアップ 

ベースは人財力 

IoT時代のリーディングカンパニーとして、持続的成長を成し遂げるために、 

「課題提起型デジタルカンパニー」へ移行 
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人財を最大限活用できる組織風土へ 
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＜目指す姿＞ 
 ・個が夢や誇りを持ち、生き生きと輝く会社 
 ・労働生産性を向上させ、チームで成果を出せる会社 

健康経営 働き方改革 

人財力の最大化 

従業員の持つ本来的なパワーを引き出して、 

企業業績の向上と従業員満足度の向上につなげる 

エンパワーメント経営 



© 2016 Konica Minolta, Inc. 

 従業員の健康度を向上   
⇒生産性・企業価値の向上へ 

コニカミノルタにおける「健康経営」の考え方 

優れた戦略も実行するのは人であり、人財力が重要 

人財力のベースは健康（健康がすべての基盤） 

そのためには、「健康第一の風土醸成」が必要 
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 従業員の健康維持・増進へ
の取り組みを将来に向けての
戦略的「投資」と位置づけ 
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Ⅲ. 「健康経営」への取り組みの契機 
～危機感が後押ししたコラボヘルス体制の構築～ 

（2008～2011年度当時） 

9 
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＜会社の課題＞ 従業員の健康リスク 

①定期健診後に受診勧奨を行うも、忙しさを理由に病院に行 
 かない従業員が存在 
  ⇒翌年の定期健診でも要受診となり、病院の検査結果で 
   進行した疾病状況が判明 
  

②脳・心臓系疾患による従業員の「突然死」 
  ⇒健康そうに見えた人が突然帰らぬ人に・・・ 

  

1）メンタルヘルス不調による休務者数の増加（経営課題として認識） 
2）従業員の高齢化に伴う生活習慣病および予備軍の増加 
   ⇒労働生産性の低下懸念 

【従業員の平均年齢】 

具体的な事象としては 
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   ＜健保の課題＞ 健保財政の悪化 

保険料率を2011年４月に67‰⇒84‰へ大幅引上げ 

 支出削減策（2010年度～） 

 保険料率の引き上げ 

でき得る限りの改善策を実施
するも、財政状況は好転せず 

・保有施設の営業停止と資産売却 
・契約保養所の見直し 
・前期高齢者への保健指導強化 
・資格認定の適正化 
・ジェネリック薬品への切り替え促進 

会社・従業員の双方に、相当の負担増を強いることに・・・ 

（当時の健保組合の平均は74‰） 
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1）高齢者納付金・支援金の増加 
2）従業員の高齢化に伴う医療費の増加 

健保財政の悪化 
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＜会社と健保＞ 一体運営に至る背景  

会 社 健 保 

従業員の健康度向上 

課題 

組織 
風土 

・現場密着、現場重視 
・人事や組織長との 
 連携を重視 

・メンタルヘルス不調 
・生活習慣病 
⇒生産性の低下 

・財政状況の悪化 

・優れた他健保に学ぶ 
・新しい取り組みに積 
 極的 

それぞれで
課題に取り
組んでいる 

 

表裏一体 
の関係 

役割 
・産業保健による 
 健全な労働力の確保 

・保健事業による 
 医療費の適性化 

12 
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＜会社と健保＞ 一体運営への想い 

会社と健保の一体運営（コラボヘルス） 

「従業員の健康度の向上」という課題は、 

会社・健保の２つのリソースを最大限活用し、 

それぞれの強みを活かして、 

取り組まないと解決できない。 

13 
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Ⅳ .「健康経営」のアクション（2012年度～） 

    ～理念、体制、施策（健康中計の策定と推進）～         

14 
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「健康経営」の3本柱 

【理念】 「コニカミノルタグループ健康宣言」を発信 

      ・「会社の基本姿勢」と「従業員に求める意識行動」 

       を明確化 
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【施策】 健康中期計画の策定と推進     

     2014～2016年度: 「健康KM2016」 

       ・リスク者のミニマイズ化 ・健康ムーブメント 

      2017～2019年度：「健康チャレンジ2019」 

       上記の枠組みを継続して「重点志向・組織間連携・見える化」を徹底 

【体制】 「コラボヘルス体制」の構築 

      ・会社と健康保険組合の連携＝一体運営 
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【理念】 コニカミノルタの健康理念 

・従業員の健康がすべての基盤 

・健康第一の風土醸成 

「会社の基本姿勢」として 

１．健康を尊ぶ労働環境の提供 
２．予防重視の積極的衛生管理   
   施策 

１．自律的な健康維持・増進活動 
２．健康第一の企業風土醸成 
   への参画 

「従業員に求める意識行動」として 

16 

「グループ健康宣言」の制定 
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【理念】 「コニカミノルタグループ健康宣言」 

『いきいきと働くことができる職場（会社）を目指して』 

 

 コニカミノルタグループは、  

「従業員の健康がすべての基盤」であるとの認識の下、 

健康第一の風土醸成を通じて健全な経営を推進し、 

豊かな社会の実現に貢献することを宣言します。 

従業員ひとりひとりの心と身体の健康こそが財産であると認識し、 

安全で快適な職場（会社）の実現を図ります。 

   

                    代表執行役社長 山名昌衛 
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【理念】 「健康宣言」の浸透 
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職場でのポスター掲示 社内WEB上の公開 
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・適用、給付、  
 庶務 

＜一体運営領域＞ 

・健診運営 
・健診データ分析 
・健康施策の立案・実行 

・安全衛生 
・海外駐在者 
 支援 

健康保険組合 会 社 

1）ワンマネジメント化（2012年度～） 

   会社側の健康組織長が健保常務理事を兼務 

2）一体運営化（2013年度～）実際の組織機能に反映 

【体制】 健康施策を推進する組織 
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基本的な考え方 

「健康チャレンジ2019」(2017-2019)を策定・実行      

１）リスク者のミニマイズ化 
  フィジカル・メンタル両面でのリスク度合いに応じて、 
  産業保健スタッフによる徹底した個別指導を実施 

２）「見える化」による健康度の向上（健康ムーブメント） 
  従業員の健康度を示す5つの指標を設定 
  ⇒ 事業部門/関係会社ごとの立ち位置を「見える化」 
    し、PDCAを回す 
     

健康宣言の理念の実現に向け 

20 

【施策】 健康中期計画の考え方 
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【施策】 「健康チャレンジ2019」の概念図 

フィジカル メンタル 

個別指導 

身体活動、喫煙、睡眠、食事 

組織対応 

健康ムーブメント 

職場のコミュニケーション 

長時間労働対策 

長時間勤務者健診対象者比率、有給休暇取得日数 

・健康管理G 
・企画労政G 

・健康管理G 
・健保組合 
・安全防災G 
・安全衛生委員会 

産業保健スタッフによる
徹底した個別指導 

関係部門間連携での
組織対応強化 

個
別
指
導 

組
織
対
応 

リスク者のミニマイズ化 

個が輝く会社へ 

21 

リスク度に 
よる3分類 

リスク度に 
よる2分類 
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【施策】 「健康チャレンジ2019」の目標値 

22 

2. 健康ムーブメント（該当者比率：16年度BM → 19年度目標) 

１．健康リスク者のミニマイズ化（16年度比での19年度目標） 

【フィジカル】 【メンタル】 

 就業制限 
 対象者 

40% 

 準就業制限 
  対象者

30% 

 要医療・要検査者 

40% 

 長期再休務者 

35% 

 勤怠不安定者

28% 

【不適切な食事】 
（独自基準） 

【身体活動】 
以下のいずれかに該当 

【喫煙】 【睡眠不足】 
（自己診断） 

【職場の 
コミュニケー

ション】 

 

27.5％ 

↓ 

17.0% 

（運動）30分以上/日を週2回以上 
（歩行）1時間以上/毎日 
 

43.5％ 

↓ 

53.0% 

 

27.9% 

↓ 

19.7% 

 

47.8％ 

↓ 

32.5% 

 

 
 
 

未 定 

 各目標値は、国内主要企業上位10％に入れる水準に設定 
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29.2

19.9

39

43.9

39.7

22.8 22.8

0

5
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45

50

大手健診機関

の平均値

コニカミノルタ

単体

A社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社

喫煙率の比較

「見える化」の一例（喫煙率の「本体vs関係会社」比較） 
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3500人 200人 200人 200人 600人 

5800人 

販売系 生産系 サービス系 



© 2016 Konica Minolta, Inc. 

取り組み事例ーフィジカル対策（要受診者の対応強化） 

 
24 

 

各看護職からの受診勧奨にも関わらず、2014年度で73％に留まっている 
「要受診者」の病院受診率の向上を目的に、以下の対策を実施。 

＜Step1＞ 2015年8月~ 
 再受診の必要性や健診項目ごとの目的を「要受診者」に通知 
 

＜Step2＞ 2016年1月~ 
 受診勧奨の実績をシステムで一元管理し、未受診者には産業医  
 名での「受診要請書・勧告書（イエロー/レッドカード）」を発行 
 

＜Step3＞ 2016年8月~ 
 「将来の疾病リスク」を数値で示し、必要に応じて、受診勧奨に 
 活用。 

2016年度の「要受診者」の病院受診率が85％に上昇 
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取り組み事例ーフィジカル対策（要受診者の対応強化） 

25 

対策 
STEP1 

再受診の必要性や健診項目ごとの目的を「要受診者」に分かりやすく通知 
（2015年8月～） 

（約6500人） （458人） 

（338人） 
カッコ内はコニカミノルタ 

の2014年実績 
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取り組み事例ーフィジカル対策（要受診者の対応強化） 

26 

受診勧奨状況をシステムで一元管理し、未受診者には産業医名での 
受診勧告書（イエローカード/レッドカード）を発行（2016年1月～） 

＜産業医名での受診勧告＞ 

・看護職が２回受診勧奨したが未受診 
 ⇒「イエローカード」を発行 
・返信がなく受診期限をオーバー 
 ⇒「レッドカード」を発行 

対策 
STEP2 

＜システムでの一元管理＞ 
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              将来の疾病リスクの見える化（健康管理システム機能拡張） 

     2016年8月からは新たな対策として、既存の健診結果表示に 
     加えて、将来の疾病リスク（危険合い）」を数値で示し、 
     受診勧奨に活用。 
 

取り組み事例ーフィジカル対策（要受診者の対応強化） 

27 

対策 
STEP3 
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家族間で同じ指標・言語を用いた 

共通の健康管理プラットホーム 

【互いの行動変容へ】 
 ・健診受診へ 
 ・2次検診受診へ 
 ・生活習慣改善へ 

【閲覧拡大による想定課題】 
 ・配偶者からの問い合わせ体制 
 ・個人情報の取扱い 
 ・インフラ状況 
 ・配偶者への保健指導体制 

健康情報の共有も可能に!! 

本年3月から「将来の疾病リスク見える化」の対象領域 
を拡大し、「配偶者」も閲覧可能な仕組みを構築。 

取り組み事例ーフィジカル対策（配偶者への領域拡大） 

28 
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取り組み事例ーメンタル対策（復職準備勤務制度の導入） 

29 

＜課題＞2011年度までは、メンタル面での長期休務者に 
対し、フル勤務ではなく、短時間勤務での復職を認めていた。 
⇒ 完全に回復し切っていない復職者の再休務が多数発生      

＜対策＞2012年度から、フル勤務が可能
となる正式復職までに最大3ヵ月のリハビリ
勤務期間を設定 
⇒ その期間のフォローを手厚く 

１）期間中に、人事・産業医・職場上長との定期  
  ミーティングを複数回設定  
２）復職先職場の上長・同僚向けに、受け入れに 
  際してのガイドブックを作成・配布 
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休務期間 
経過観察期間 

 

復職 

短時間勤務 
（徐々に時間 

を延長） 

所定就業 
時間勤務 

短時間勤務での復職認定 

通常勤務 
（残業もOK） 

復職
MTG 

休務期間 
復職準備勤務期間 

 

復職 

短時間勤務 
（徐々に時間を延長） 

所定就業 
時間勤務 
(10日間) 

最長3か月 

経過観察 
期間 

復職準備勤務
判定MTG 

復職認定MTG 

通常勤務 
（残業も
OK） 

フル勤務での復職認定 

2011年度以前 

2012年度以降 

30 

この期間のフォローを手厚く 

取り組み事例ーメンタル対策（復職準備勤務制度の導入） 
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「こころの健康づくりキャンペーン」を年2回実施 

①受診結果は従業員自身で確認 
②ストレス度の高い従業員には、EAP会社からフォローメールを配信 

・全従業員に対して、メールにて社内Web上での受診を呼び掛け 

①職場ごとのストレス度を4段階に層別し、分析結果を 
 組織長へフィードバック 
②最もストレス度の高い「LEVEL4」職場については、 
  担当人事が組織長をサポートし、改善策を立案・実行 

＜セルフケア中心の個人ごとの対応＞ 

＜ラインケアにまで踏み込んだ職場単位での対応＞ 
31 

・受診率の低い職場には組織長からの働き掛けを依頼 

受診率は95%以上 

<2013年度～> 

<2012年度～> 

「見える化」 

取り組み事例ーメンタル対策（ストレスチェックの実施） 



© 2016 Konica Minolta, Inc. 

3,222 
3,530 

4,341 
4,731 4,725 4,714 

5,063 5,060 
5,420 9,368 9,341 

9,569 
9,492 9,457 

9,607 
9,742 

9,549 

9,826 

8,000

8,200

8,400

8,600

8,800

9,000

9,200

9,400

9,600

9,800

10,000

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

「歩け歩け運動」の参加者数と平均歩数

参加者数 平均歩数

取り組み事例ー健康ムーブメント（歩行） 

32 

イベント開催時の社内PR活動（社内Web・ポスター掲示、全従業員への案内 
メール発信等）と効果的なインセンティブ付与 
⇒「歩け歩け運動」参加者が大幅増（対14年12月比で約70%増）  

（人） 
（歩数） 
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外部インストラクターによる「講習会」     管理栄養士による「セミナー」 

取り組み事例ー健康ムーブメント（運動・食事） 

①1日30分以上の運動を週2回 
 ⇒「気軽にできる」点を強調 
②外部インストラクターの活用 
 ⇒「講義と実技」中心の指導 

 
①ランチョンセミナーの開催 
 ⇒ 栄養バランスに注目した情報提供 
②ヘルシーメニュ―の推奨 
 ⇒ 他のメニューとのカロリー比較を 
   ボード表示 
 

＜ 運 動 ＞ ＜ 食 事 ＞ 

33 
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禁煙達成時に報奨金・補助金がもらえる禁煙サポートプログラムを 
用意し、さまざまな場面で喫煙者に参加を呼びかけ 

取り組み事例ー健康ムーブメント（禁煙） 

 「禁煙セミナー」の開催 補助金・報奨金の増額 

インセンティブ 
拡大 意識づけ 

定期健診時に喫煙者にリーフレットを配布し、 
プログラムへの参加を呼び掛け 

①世界禁煙デーに合わせて大規模事業所で開催 
②喫煙率の高い販売会社で開催 

34 



© 2016 Konica Minolta, Inc. 

保健指導時に看護職 
から手渡したリーフレット 

取り組み事例ー産業医による講演会の開催 

2015年10月～11月に、規模の大きな4事業所 
で開催  

定期健診の問診結果から、生活習慣改善
の必要性が高いにも関わらず、実際の行動
に移せていない従業員に対して、メールでの
案内や看護職から直接参加を呼び掛け 

開催概要 

＜演題＞ 
 「できるビジネスパーソンのできる生活習慣」 
   ～ヒトは習慣によって作られる 
        変革せよ、変革を迫られる前に 

35 
 

■開催日程・場所 
  10月26日（月）16：00～17：00 ：東京ｻｲﾄ（八王子） 
                   新食堂 
  10月29日（木）16：00～17：00 ：東京ｻｲﾄ（日野） 
                   第5会議室 
  11月  5日（木）15：30～16：30 ：瑞穂ｻｲﾄ 食堂 
  11月  9日（月）17：00～18：00 ：丸の内JPﾀﾜｰ 
                   ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑABC 

主なターゲット 
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Ⅴ.「健康経営」の成果と課題認識 
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100 

83 
67 

2009 2013 2016

100 

46 46

2011 2013 2015

100 

38 
27 

2012 2014 2016

定量的成果 
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フ
ィ
ジ
カ
ル
面 

ハイリスク者（就業制限対象者）数 

メ
ン
タ
ル
面 

特定保健指導対象者数 

メンタル不調での再休務者数 

※代表的な3項目を抜粋 

※BMとなる年度を100とした 

  指数での推移 

半減するも、目標は未達成 

目標を達成！ 
目標には僅かに未達 

目標 

目標 

リ
ハ
ビ
リ
勤
務
制
度
の
導
入 

32 

63 

目標 26 
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定性的成果 

1）事業部門/関係会社ごとの健康度の「見える化」 

  による自部門、自社の立ち位置の認識 

  ⇒部門長クラスの健康に関する意識レベルは着実に向上。 

 

2）「健康経営銘柄」への連続選定（2015年、2016）   

  ⇒積極的な社内PRによって、一般従業員の意識も   

    向上しつつある。 

38 
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今後取り組むべき課題 

39 

一方で、以下のような従業員層が一部に存在 

・健康は意識はしているが、実際の行動に移せていない（B層） 

・健康意識が低く、生活習慣も悪い（C層） 

個人の健康度や将来の疾病リスク 

を「見える化」し、有効な気付きを与 

えることにより、行動変容（自律的 

な生活習慣改善）につなげていくこと 

が重要 

B層 

C層 

A層 

健康意識が高く、生活習慣も良い層 
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ご清聴ありがとうございました 
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